
別記様式12号
佐世保警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和４年７月12日 火曜日 晴天 14時00分～15時40分

場 所 佐世保警察署４階講堂

出 席 者 １ 協議会
森会長 園田委員 浦委員 笹川委員 望月委員 横田委員
山縣委員 増田委員 小嶌委員

２ 警察署
荒木署長 中江副署長 御厨警務課長 渡辺生活安全課長
松石交通課長

３ 公安委員会
安部公安委員

４ 警察本部
勝野公安委員会補佐室長

５ 書 記
警務係長

会議の状況 １ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について
署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につい

て、次のとおり説明があった。
(1) 民間、行政と連携した犯罪抑止対策について
ア 民間、行政と連携したキャンペーンの実施
イ 民間企業と連携した広報啓発活動の実施
ウ 各種メディアを活用した防犯広報
エ 防犯協会と連携した子供の犯罪被害防止対策
オ 自治会等と連携した防犯講話の実施
カ コンビニエンスストアに対する防犯指導の実施
キ 犯罪なく３ば運動推進モデル地区の指定（山澄地区）

(2) 災害対策の推進について
ア 管内の災害発生状況
イ 災害対策の推進
(ｱ) 危険箇所実地踏査の実施
(ｲ) 関係機関との連携
(ｳ) 自然災害に係る広報啓発活動の実施
(ｴ) 各種訓練の実施

２ 令和４年４月から７月まで業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的な犯罪抑止対策の推進
ア ニセ電話詐欺被害防止対策
(ｱ) 手作り看板による広報啓発
(ｲ) 街頭におけるニセ電話詐欺防止活動
(ｳ) 生活安全ニュース、ミニ広報紙による被害防止広報
(ｴ) 詐欺電話をつながりにくくするための電話対策の推進
(ｵ) ニセ電話詐欺被害防止に係る感謝状の贈呈

イ 子供の犯罪被害防止対策
(ｱ) 小学生等に対する防犯指導の実施
(ｲ) 声掛け事案対策の推進

(2) 巡回連絡の強化による地域の安全と平穏の確保
(3) 凶悪事件などを含めた事件検挙の推進
(4) ニセ電話詐欺（特殊詐欺）事件の検挙推進



(5) 通学路における交通事故抑止対策の推進
ア 街頭活動の強化
(ｱ) 街頭監視・レッド走行
(ｲ) 交通指導取締り

イ 小学校と連携した交通安全教育の実施
ウ 広報啓発活動の実施
(ｱ) 街頭キャンペーン
(ｲ) 各種広報媒体の活用

(6) 大規模自然災害等緊急事態への的確な対処
(7) 国際テロ対策の推進
(8) 将来の長崎県警察を担う優秀な人材確保活動の推進
ア 広報の実施
(ｱ) ホームページによる広報
(ｲ) ポスター及びチラシによる広報

イ 警察の魅力発信活動
(ｱ) ＳＮＳによる情報発信
(ｲ) 「いつでも業務説明会」の受入れ
(ｳ) 社会科見学の受入れ

ウ 受験対象者に対する受験勧奨活動
(ｱ) 前年受験者との関係構築
(ｲ) 高等学校への訪問活動
(ｳ) 高校生に対する業務説明会の実施
(ｴ) 大学生に対する勧奨活動

３ 令和４年７月から９月までの業務重点推進計画について
副署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的な犯罪抑止対策の推進
(2) 水難事故防止対策の推進
(3) ニセ電話詐欺（特殊詐欺）事件の検挙推進
(4) 高齢者による交通事故抑止対策の推進
(5) 台風期における大規模災害への的確な対応の推進
(6) 外国人犯罪対策の推進
(7) 将来の長崎県警察を担う優秀な人材確保活動の推進

４ 諮問テーマに対する答申について
署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。
(1) 諮問テーマ

県民が期待する情報について
(2) 協議会からの答申

森会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容に
ついて確認があり、全会一致で了承された。
ア 利用者(フォロワー）を増やす工夫をしてほしい。
イ アカウントを「情報発信」と「魅力発信」に分けてほしい。
ウ タイムラグをなくし、情報のスピード感を高めてほしい。
エ ターゲットを絞った情報発信をしてほしい。

提 出 意 見 １ 高齢者に特化したニセ電話詐欺抑止対策の推進について
ニセ電話詐欺の被害者は、その８割が高齢者であり、予兆電話

も増加している。同種事案の未然防止には高齢者対策が大事と思
うので、高齢者に特化した防犯講話の実施など情報発信を推進し
てもらいたい。

２ 高齢者に特化した交通事故抑止対策の推進について
管内では、今年に入り２件の高齢歩行者の交通死亡事故が発生

しており、高齢者絡みの交通事故が後を絶たない。 高齢者宅の訪



問活動は効果的と思うので、運転免許証の返納促進も含め対策を
推進してほしい。


